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フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
が
、
情
報
シ
ス
テ

ム
基
盤
「
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮

称
）」
の
開
発
に
着
手
し
た
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
モ
ノ
の
流
れ
を
ト
ー
タ

ル
に
管
理
す
る
う
え
で
基
盤
と
な
る
シ
ス

テ
ム
で
、
日
本
オ
ラ
ク
ル
の
情
報
処
理
ツ

ー
ル
に
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て
構
築
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
Ｗ
Ｍ
Ｓ
（
倉
庫
管
理
シ
ス

テ
ム
）
を
メ
ー
ン
と
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
ス
の
製
品
が
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
で
き
る

の
は
、
倉
庫
内
業
務
や
輸
配
送
業
務
の
効

率
化
と
い
っ
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

部
分
的
な
最
適
化
に
留
ま
っ
て
い
た
。

「
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
社
内
に
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
最
適
化
を
実
現

す
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
唱
え
る
声
が

以
前
か
ら
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
構
築
に
は
莫
大
な
費
用
と
労
力
が

か
か
る
。
そ
の
た
め
、
実
現
に
は
至
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス

の
降
旗
利
弥
執
行
役
員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
長
は
明
か
す
。

昨
年
、
日
本
オ
ラ
ク
ル
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ａ

（
サ
ー
ビ
ス
指
向
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
）
製
品

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
基

盤
の
開
発
が
一
気
に
現
実
味
を
帯
び
た
。

「
Ｓ
Ｏ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
情
報
処
理

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
と
日
本
オ
ラ
ク
ル

協
業
で
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
の
開
発
に
着
手

基
盤
を
〝
作
ら
ず
に
使
え
る
〞
点
。
Ｓ
Ｏ

Ａ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ア
の
部
分
、

例
え
ば
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
さ
ん
な
ら
物

流
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
絡
む
部
分
の
開
発
に
リ

ソ
ー
ス
を
集
中
で
き
る
」
と
、
日
本
オ
ラ

ク
ル
の
遠
藤
哲
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
ビ
ジ
ネ
ス

統
轄
本
部
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
部
デ
ィ
レ
ク
タ

は
説
明
す
る
。

「
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
目
指
す

の
は
、
二
種
類
の
「
見
え
る
化
」
だ
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
状
況
を
把
握
し
迅
速
な
対

応
に
つ
な
げ
る
「
動
的
見
え
る
化
」
と
、

一
定
時
点
で
の
情
報
を
把
握
し
最
適
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
に
つ
な
げ
る
「
静
的
見
え
る

化
」
を
指
す
。
機
能
の
特
徴
と
し
て
は
、

導
入
済
み
実
行
系
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
最

小
限
に
抑
え
て
の
連
携
、
複
数
の
実
行
系

シ
ス
テ
ム
の
イ
ベ
ン
ト
処
理
の
同
時
進
行

と
そ
の
監
視
、
大
量
な
イ
ベ
ン
ト
の
高
速

処
理
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
機
能

を
支
え
る
の
が
、「
Ｂ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
」、「
Ｂ
Ａ

Ｍ
」
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ク
ル
製
品
だ
。

既
に
、
一
部
の
既
存
顧
客
を
対
象
に
実

運
用
を
前
提
と
し
た
開
発
を
開
始
し
て
お

り
、
年
内
を
目
処
に
製
品
と
し
て
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。
降
旗
執
行
役
員
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
は
、「
現
在
、
既
存

顧
客
と
潜
在
顧
客
の
両
方
に
営
業
を
か
け

て
い
る
。
な
か
な
か
の
感
触
だ
」
と
今
後

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。


